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付
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容

第 238号の主な内容

※指名推選　地方議会における選挙で、投票によらず、あらかじめ指名される者を定め、議長等
がその者を指名することで当選者とする方法。出席者全員異議のないことが必要。

古紙パルプを配合した紙を
使用しています

調布市ホームページで、本会議や委員会などのインターネット中継（生中継・録画）をご覧いただけます。
また、今号に掲載している本会議・委員会の会議録は、 月末ごろにホームページなどで公開予定です。

調布市ホームページ　https://www.city.chofu.tokyo.jp
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市議会ＨＰ
二次元コード

238

発　行　調布市議会
東京都調布市小島町2-35-1
議会事務局
　042-481-7291　042-481-5119
　gikai@w2.city.chofu.tokyo.jp
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第 2回定例会の会議経過

21
日
㈮

20
日
㈭

17
日
㈪

28
日
㈮

24
日
㈪

３
日
㈬

19
日
㈬

14
日
㈮

26
日
㈬

本
会
議

○
議
会
役
員
構
成

○
議
会
役
員
構
成

○
議
案
上
程（
議
決
）

○
議
案
上
程（
委
員
会
付
託
）

○
陳
情
上
程（
委
員
会
付
託
）

○
一
般
質
問（
６
人
）

○
一
般
質
問（
６
人
）

○
一
般
質
問（
６
人
）

○
一
般
質
問（
２
人
）

常
任
委
員
会�

�

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

○
議
案
上
程（
議
決
）

○
陳
情
上
程（
議
決
）

○
諸
報
告

6
月

7
月

○市議会議員の紹介� ・・・２

○調布市議会役職名簿
○議席図
○会派別所属議員一覧� ・・・３

○一般質問の要旨� ・・・４～８

○案件に対する議員の態度� ・・・９

○政務活動費　収支報告
○議員提出による（仮称）調布市がん
対策の推進に関する条例（案）への
御意見募集

○議会報告会を開催します
○編集後記� ・・・10

よりよい市議会だよりを�
目指して

皆様の声をお聞かせください
　紙面のレイアウトや内容などに関す
る御意見がありましたら、議会事務局
までお寄せください。紙面づくりの参
考にさせていただきます。

　
今
定
例
会
で
は
、
開
会
冒
頭
に
年
長
議
員
が
臨
時
議
長
と

な
り
、
仮
議
席
の
指
定
等
の
後
に
議
会
人
事
に
入
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
６
月
17
日
に
正
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
指

※

名
推

選
に
よ
り
、
渡
辺
進
二
郎
議
員
（
自
由
民
主
党
創
政
会
）
を

議
長
に
、
宮
本
和
実
議
員
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
21
）
を
副
議

長
に
選
出
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
議
長
は
市
議
４
期
目
で
、
こ
れ
ま
で
に
総
務
委
員
会

委
員
長
、
中
心
市
街
地
基
盤
整
備
等
特
別
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
宮
本
副
議
長
は
市
議
５
期
目
で
、
こ
れ
ま
で
に
建
設
委
員

会
委
員
長
、
広
域
交
通
問
題
等
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
渡
辺
議
長
は
就
任
の
あ
い
さ
つ
で
、
「
議
会
改
革
の
流
れ

を
私
の
代
で
止
め
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
市
民
に
わ
か
り

や
す
い『
シ
ン
プ
ル
市
政
』を
信
条
に
、市
民
の
皆
様
に『
本

当
に
調
布
に
住
ん
で
良
か
っ
た
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
ま
ち
に
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
行
わ
れ
た
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
し
、
６
月
１
日
に
就
任
し
た
議
員
に
よ

る
最
初
の
議
会
、
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会
を
６
月
14
日
か
ら
７
月
３
日
ま
で
の
20
日
間
の

会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
か
ら
令
和
に
改
元
後
、
初
め
て
と
な
る
こ
の
定
例
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選
挙
を
初

め
、
常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
各
委
員
及
び
組
合
議
会
議
員
な
ど

の
議
会
人
事
を
行
い
ま
し
た
（
役
職
名
簿
を
３
面
に
掲
載
）
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
を
含
め
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
な
ど
議

案
17
件
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、
議
会
で
は
こ
れ
ら
の
案
件
を
慎
重
に
審
議
し
、
全
て
原
案

ど
お
り
承
認
・
可
決
し
た
ほ
か
、
議
員
提
出
議
案
９
件
・
委
員
会
提
出
議
案
１
件
・
陳
情
10

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
６
月
19
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
は
20
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、

市
長
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

議
長
就
任
に
当
た
っ
て

�

市
民
に
わ
か
り
や
す
い
「
シ
ン
プ
ル
市
政
」
を

渡
辺
進
二
郎
議
長
・
宮
本
和
実
副
議
長
を
選
出

監
査
委
員
に
小
林
市
之
議
員

副 議 長

宮 本 和 実
議　　長

渡辺進二郎

令
和
の
時
代
の

　
新
議
会
始
ま
る

令和元年５月に、下石原１丁目の旧線路跡に開園した「鬼太郎ひろば」 ⓒ水木プロ

８



連絡先
電話番号
（会派名）

　　ふ り が な

　氏　名議席番号

顔写真

凡　例

期数

（2）第 238 号 調 布 市 議 会 だ よ り 日月年）年（令和元 2019 ５８ ㈪

もと　き　　　　いさむ

元 木 　 勇
若葉町2−22−10
☎03−3300−4554

（自由民主党創政会）

　む　とう　ち　さと

武 藤 千 里
国領町4−48−9−2F
☎042−444−8206
（日本共産党）

22

28

⑦

⑩

あめ　みや　ゆき　　お　

雨 宮 幸 男
染地3−1−19　ハ3−305
☎042−487−8464
（日本共産党）

おお　す　が　ひろ　すけ

大須賀浩裕
飛田給1−24−1

パークホームズ調布飛田給501
☎042−488−5011

（自由民主党創政会）

21

27

⑧

⑧
みや　もと　かず　　み　

宮 本 和 実
調布ケ丘3−4−1−802
☎090−4726−4620

（チャレンジ調布２１）

ひら　　の　　　　みつる　

平 野 　 充
小島町3−79−1　206
☎042−486−9849
（公　明　党）

あ　べ　そう　た

阿 部 草 太
小島町2−35−1市役所4階
次世代・調布控室
☎090−2557−4040
（次世代・調布）

すず　き　　むね　たか

鈴 木 宗 貴
多摩川4−2−4

ビューラー433　103
☎042−482−5338

（自由民主党創政会）

榊原登志子
染地3−1−24

多摩川住宅ハ11−405
☎042−498−0837
（社会民主党）

1

5

11

17

23 ⑤

④

②

①

③
きの　した　やす　　こ　

木 下 安 子
国領町8−1−13

調布・生活者ネットワーク
☎042−487−3087

（生活者ネットワーク）

にし　たに　　　とおる

西 谷 　 徹
飛田給1−3−15

ド・ウェル飛田給201
☎090−1036−7487

（チャレンジ調布２１）

わた　なべ　しん　じ　ろう

渡辺進二郎
西つつじケ丘3−2−19
☎042−482−2255

（自由民主党創政会）

きし　もと　なお　　こ　

岸 本 直 子
西つつじケ丘1−5−7

ガーデンホームつつじケ丘410
☎042−441−5237
（日本共産党）

かわ　ばた　ひで　　き　

川 畑 英 樹
仙川町2−2−10
☎03−3305−6221

（チャレンジ調布２１）

2

6

12

18

24 ⑤

④

⑤

①

①

　こ　ばやし　いち　ゆき

小 林 市 之
佐須町2−10−12
☎042−481−5542
（公　明　党）

し　みず　ひと　　え

清 水 仁 恵
小島町2−35−1市役所4階
チャレンジ調布２１控室
☎042−485−6550

（チャレンジ調布２１）

おお　の　　ゆう　じ　

大 野 祐 司
国領町7−38−15
☎090−1213−6784

（自由民主党創政会）

ふる　かわ　はる　　な　

古 川 陽 菜
小島町2−35−1市役所4階
調布の未来を創る会控室
☎080−3504−6870

（調布の未来を創る会）

　い　とう　　まなぶ

伊 藤 　 学
上石原2−9−5−404（事務所）
☎042−487−9131

（自由民主党創政会）

4

8

14

20

26 ⑦

⑤

④

②

①
さか　うち　　　じゅん

坂 内 　 淳
布田2−47−5時計台荒井ビル302
日本共産党調布市委員会気付
☎090−6319−3948
（日本共産党）

　　　　　　まさ　とし

　 　 正 俊
多摩川3−72−1−102
☎042−487−4343
（公　明　党）

まる　た　え　み　

丸 田 絵 美
菊野台2−42−14
☎042−486−0473

（チャレンジ調布２１）

はやし　　　あき　ひろ

　林 　 明 裕
布田4−3−4

ランドコート調布駅前204
☎042−426−4930

（自由民主党創政会）

さわ　い　　　　けい

澤 井 　 慧
小島町2−35−1市役所4階
日本維新の会控室
☎090−4596−2302
（日本維新の会）

3

7

13

19

25

①

①

③

④

⑥

市議会議員の紹介
任期：令和元年６月１日〜令和５年５月31日

かり　の　あき　ひこ

狩 野 明 彦
富士見町4−29
☎042−484−0350

（自由民主党創政会）

す　　やま　たえ　　こ

須 山 妙 子
染地2−8−3　C−721
☎042−490−2686
（公　明　党）

10

16 ②

④

いの　うえ　こう　　し　

井 上 耕 志
深大寺南町1−19−25
☎042−441−8260

（チャレンジ調布２１）

　ない　とう　み　き　こ

内藤美貴子
深大寺東町5−22−28
☎042−487−7658
（公　明　党）

9

15

③

⑤

　令和元年６月から新議会
がスタートしました。
　第２回定例会で各議員の
役職などが決まりましたの
で、お知らせします。

たちばな

橘

さかきばら　と　し　こ　



（3） 第 238 号調 布 市 議 会 だ よ り日月年）年（令和元 2019 ５８ ㈪

氏　　　　　　　名

監 査 委 員 １ 　小林　市之

役　職　名

議　　　長

総 務 委 員

文 教 委 員

厚 生 委 員

建 設 委 員

議 会 運 営 委 員

広域交通問題等
対 策 特 別 委 員

調 布 飛 行 場 等
対 策 特 別 委 員

中心市街地基盤
整備等特別委員

ふじみ衛生組合
議 会 議 員

東京たま広域資源
循環組合議会議員

東京都十一市競輪
事業組合議会議員

東京都六市競艇
事業組合議会議員

定数

１

７

７

７

７

５

11

11

11

５

１

２

２

氏　　　　　　　名

　渡辺進二郎

◎鈴木　宗貴　○清水　仁恵　　雨宮　幸男　　大須賀浩裕
　榊原登志子　　橘　　正俊　　渡辺進二郎

◎狩野　明彦　○岸本　直子　　大野　祐司　　川畑　英樹
　須山　妙子　　古川　陽菜　　宮本　和実

◎平野　　充　○元木　　勇　　小林　市之　　澤井　　慧
　西谷　　徹　　林　　明裕　　武藤　千里

◎丸田　絵美　○内藤美貴子　　阿部　草太　　伊藤　　学
　井上　耕志　　木下　安子　　坂内　　淳

◎大須賀浩裕　○小林　市之　　雨宮　幸男　　井上　耕志
　鈴木　宗貴

◎川畑　英樹　○須山　妙子　　阿部　草太　　井上　耕志
　大須賀浩裕　　大野　祐司　　岸本　直子　　鈴木　宗貴
　林　　明裕　　平野　　充　　丸田　絵美

◎内藤美貴子　○元木　　勇　　大須賀浩裕　　狩野　明彦
　木下　安子　　坂内　　淳　　澤井　　慧　　清水　仁恵
　橘　　正俊　　西谷　　徹　　丸田　絵美

◎伊藤　　学　○清水　仁恵　　大野　祐司　　狩野　明彦
　川畑　英樹　　小林　市之　　榊原登志子　　須山　妙子
　西谷　　徹　　古川　陽菜　　武藤　千里

　井上　耕志　　大須賀浩裕　　川畑　英樹　　鈴木　宗貴
　橘　　正俊

　丸田　絵美

　清水　仁恵　　元木　　勇

　伊藤　　学　　平野　　充

役　職　名

調布市都市計画
審 議 会 委 員

調布市土地開発
公 社 監 事

調布市国民健康保
険運営協議会委員

調布市公民館運営
審 議 会 委 員

調布市京王閣競輪
場周辺環境対策
連絡協議会相談役

広報委員会委員

調 布 市 議 会
議 員 会 委 員

第１委員
（上水道）

第２委員
（下水道）

定数

５
以内

１

５

１

９

14

11

１

１

　雨宮　幸男　　伊藤　　学　　狩野　明彦　　須山　妙子
　丸田　絵美

　大須賀浩裕

　井上　耕志　　大野　祐司　　狩野　明彦　　坂内　　淳
　橘　　正俊

　平野　　充

　阿部　草太　　雨宮　幸男　　井上　耕志　　木下　安子
　榊原登志子　　澤井　　慧　　鈴木　宗貴　　橘　　正俊
　古川　陽菜

◎大野　祐司　○西谷　　徹　　阿部　草太　　狩野　明彦
　岸本　直子　　木下　安子　　榊原登志子　　澤井　　慧
　須山　妙子　　平野　　充　　古川　陽菜　　丸田　絵美
　宮本　和実　　渡辺進二郎

　阿部　草太　　井上　耕志　　木下　安子　　榊原登志子
　澤井　　慧　　鈴木　宗貴　　橘　　正俊　　古川　陽菜
　宮本　和実　　武藤　千里　　渡辺進二郎

　内藤美貴子

　大野　祐司

第３委員
（ 道 路 ） １ 　西谷　　徹

常
　
任
　
委
　
員

三多摩上下水
及び道路建設
促進協議会

副　議　長 １ 　宮本　和実

調 布 市 議 会 役 職 名 簿
◎委員長　○副委員長（令和元年６月17日現在）

会派別所属議員一覧

生活者ネットワーク

次世代・調布

調布の未来を創る会

１人

１人

１人

◎木下　安子

◎阿部　草太

◎古川　陽菜

社 会 民 主 党

日本維新の会

１人

１人

◎榊原登志子

◎澤井　　慧

日 本 共 産 党 ４人 ◎雨宮　幸男　○武藤　千里　　岸本　直子
　坂内　　淳

公　　明　　党 ５人 ◎小林　市之　○平野　　充　　須山　妙子
　橘　　正俊　　内藤美貴子

チャレンジ調布２１ ６人 ◎井上　耕志　○清水　仁恵　　川畑　英樹
　西谷　　徹　　丸田　絵美　　宮本　和実

自由民主党創政会 ８人
◎鈴木　宗貴　○狩野　明彦　　伊藤　　学
　大須賀浩裕　　大野　祐司　　林　　明裕
　元木　　勇　　渡辺進二郎

会 派 の 名 称 人数 （◎幹事長　○副幹事長）

傍　聴　席　側

議長席・理事者席側

議席図

市民への議会報告
実行委員会委員

12
以内

◎大須賀浩裕　○内藤美貴子　　阿部　草太　　大野　祐司
　木下　安子　　坂内　　淳　　榊原登志子　　澤井　　慧
　西谷　　徹　　古川　陽菜

議席番号

（議員写真）

氏　名

氏　　名

日本維新の会 次世代・調布

社会民主党

調布の未来を創る会 生活者ネットワーク

日本共産党チャレンジ調布２１ 公　明　党

（令和元年 6月 1日現在）

※理事者席…市長や各部長等の席

8 27 1

大野祐司

自由民主党創政会

澤井　慧 西谷　徹 阿部草太 古川陽菜 坂内　淳 木下安子 平野　充

18

28

渡辺進二郎

元木　勇

17

27

鈴木宗貴

大須賀浩裕

16

26

狩野明彦

伊藤　学

15

6

25

井上耕志

林　明裕

14

5

24

清水仁恵

川畑英樹

13 12

4

23

丸田絵美

宮本和実

3

22

武藤千里

11

21

榊原登志子岸本直子

雨宮幸男

10

20

内藤美貴子

小林市之

9

19

須山妙子

橘　正俊

（令和元年６月17日現在）
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凡
例

行経部長…行政経営部長　行経参事…行政経営部参事　オリパラ部長…オリンピック・パラリンピック担当部長　危管部長…危機管理担当部長　生文部長…生活文化スポーツ部長　産業部長…産業振興担当部長　
子生部長…子ども生活部長　福祉部長…福祉健康部長　福祉参事…福祉健康部参事　都整部長…都市整備部長　都整参事…都市整備部参事　選管局長…選挙管理委員会事務局長　監査局長…監査事務局長

援
包
括
化
推
進
会
議
を
活
用
し
整
備
。

問　
調
布
駅
前
広
場
の
暫
定
開
放
期

間
中
の
仮
設
整
備
で
①
観
光
案
内
所

ぬ
く
も
り
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
は
②
イ
ベ
ン
ト
運
営
に
必
要

な
水
道
や
電
気
の
設
備
は
③
防
犯
カ

メ
ラ
は
④
公
衆
電
話
は
⑤
子
ど
も
が

安
心
し
て
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
は
⑥
花

い
っ
ぱ
い
運
動
や
お
も
て
な
し
空
間

は
⑦
歩
行
者
と
自
転
車
の
動
線
は
。

都
整
部
長　
①
外
壁
塗
装
を
施
す
②

順
次
設
置
③
４
台
設
置
予
定
④
災
害

時
に
お
け
る
重
要
性
を
認
識
し
Ｎ
Ｔ

Ｔ
と
協
議
⑤
人
工
芝
を
設
置
予
定
⑥

壁
面
花
壇
や
人
工
地
盤
花
壇
を
設
置

予
定
⑦
歩
行
空
間
を
通
行
す
る
自
転

車
は
押
し
歩
き
が
原
則
。
引
き
続
き

問　
地
域
包
括
ケ
ア
の
深
化
・
推
進

に
当
た
っ
て
①
認
識
す
る
地
域
課
題

は
②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
事
業
者
に
求
め
る
条
件
と
今
後
の

展
望
は
③
組
織
体
制
強
化
は
。

福
祉
部
長　
①
高
齢
者
、
障
害
者
、

子
ど
も
の
枠
を
超
え
た
課
題
が
顕
在

化
②
市
民
・
多
業
種
・
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
化
さ
せ
、
と
も
に
取
り

組
む
③
国
の
動
向
を
勘
案
し
、
検
討
。

問　
持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
①
Ｓ

※

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
、

課
題
、
目
指
す
イ
メ
ー
ジ
は
②
実
現

へ
の
工
程
は
③
組
織
体
制
は
。

市
長　
①
基
本
計
画
を
推
進
し
、
地

域
の
諸
課
題
解
決
に
取
り
組
む
②
福

祉
３
計
画
等
着
実
に
推
進
③
相
談
支

歩
行
者
が
安
全
・
安
心
に
往
来
で
き

る
広
場
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問　
調
布
駅
前
広
場
の
今
後
の
整
備

に
つ
い
て
①
南
側
ロ
ー
タ
リ
ー
の
大

き
さ
の
根
拠
と
形
状
の
再
検
討
を
問

う
②
駅
周
辺
の
駐
輪
場
整
備
の
考
え

は
③
機
能
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

都
整
部
長　
①
多
様
な
市
民
参
加
手

法
を
実
践
し
最
終
案
を
取
り
ま
と
め

る
②
代
替
施
設
を
検
討
③
交
流
・
景

観
形
成
・
情
報
提
供
・
防
災
の
機
能

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
引
き
続
き
検
討
。

問　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は

災
害
時
の
避
難
所
の
観
点
か
ら
必
須
。

小
学
校
体
育
館
へ
の
今
後
の
設
置
は
。

教
育
部
長　
令
和
３
年
度
末
ま
で
に

19
校
で
の
設
置
目
指
し
、
都
と
協
議
。

問　
す
ぎ
も
り
地
区
協
議
会
で
は
、

避
難
所
運
営
を
想
定
し
た
訓
練
と
し

て
、
防
災
教
育
の
日
に
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
の
設
置
や
ペ
ッ
ト
の
避
難
所

同
行
訓
練
を
実
施
。
災
害
時
に
は
自

助
に
当
た
る
部
分
が
重
要
。
市
の
防

災
訓
練
の
現
状
と
課
題
は
。

市
長　
基
本
計
画
の
重
点
に
防
災
対

策
を
位
置
づ
け
。
自
助
意
識
の
一
層

の
醸
成
と
共
助
の
地
域
連
携
が
課
題
。

問　
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
要
配

慮
者
の
訓
練
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

問　
暑
熱
対
策
に
つ
い
て
①
市
役
所

な
ど
公
共
施
設
は
②
今
夏
の
小
・
中

学
校
の
プ
ー
ル
指
導
は
③
調
布
駅
前

広
場
等
で
行
わ
れ
る
今
夏
の
屋
外
イ

ベ
ン
ト
は
④
2020
年
開
催
の
東
京
五
輪

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
取
組
み
は
。

環
境
部
長　
①
壁
面
緑
化
の
推
進
等

実
施
④
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
の
創
出
や

積
極
的
な
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

都
整
部
長　
①
道
路
の
遮
熱
性
舗
装

な
ど
実
施
。
駅
前
広
場
へ
も
検
討
。

教
育
部
長　
②
環
境
省
の
暑

※

さ
指
数

を
用
い
て
実
施
可
否
を
適
切
に
判
断
。

生
文
部
長　
③
各
事
業
で
給
水
対
応

や
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
導
入
等
検
討
。

オ
リ
パ
ラ
部
長　
④
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

を
2020
年
の
展
開
に
活
か
す
。

危
管
部
長　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
と
連
携

の
訓
練
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
検
証
等
実
施
。

問　
災
害
時
に
支
援
物
資
が
届
い
た

際
の
、
分
配
方
法
な
ど
の
訓
練
も
必

要
と
考
え
る
。
見
解
は
。

危
管
部
長　
都
災
害
時
受
援
応
援
計

画
参
考
に
具
体
的
な
輸
送
体
制
検
討
。

問　
鉄
道
不
通
に
よ
る
帰
宅
困
難
者

の
訓
練
は
。

危
管
部
長　
鉄
道
事
業
者
等
で
構
成

の
調
布
駅
周
辺
帰
宅
困
難
者
等
対
策

協
議
会
を
設
置
し
具
体
的
対
策
検
討
。

区
域
を
福
祉
圏
域
に
再
編
。
各
層
の

双
方
向
の
支
援
体
制
強
化
を
推
進
。

問　
「
ま
ち
の
保
健
室
」
な
ど
、
市

と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
、
第
３
層
に
つ
な
が
る
取
組
み
は
。

福
祉
部
長　
引
き
続
き
、
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
や
地
域
支
え
合
い

推
進
員
の
段
階
的
配
置
に
努
め
る
。

問　
市
民
に
一
番
身
近
な
小
学
校
区

に
お
け
る
介
護
予
防
事
業
の
た
め
の

　
「
場
所
」
に
関
し
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ

解
決
に
向
け
た
取
組
み
は
。

福
祉
部
長　
セ

※

カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
り
多
様
な
地
域

活
動
を
公
表
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支

援
。
引
き
続
き
問
題
解
決
に
努
力
。

問　
「
人
」
の
育
成
と
制
度
、
支
え

問　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の

指
定
権
限
の
移
行
に
よ
る
市
の
事
業

所
、
介
護
職
員
の
労
働
状
況
は
。

福
祉
部
長　
平
成
30
年
度
に
実
態
を

調
査
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
人
当

た
り
約
28
人
の
給
付
管
理
を
行
う
。

問　
高
齢
化
社
会
に
備
え
、
主
任
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど
介
護
職
員
全

体
の
人
材
確
保
・
育
成
に
つ
い
て
、

市
と
し
て
の
対
策
は
。

福
祉
部
長　
研
修
を
受
講
し
や
す
い

工
夫
や
、
制
度
改
革
の
経
過
措
置
延

長
等
を
含
め
、
国
・
都
に
要
望
。

問　
市
全
域
と
、
各
福
祉
圏
域
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
、

福
祉
圏
域
の
今
後
の
整
備
方
針
は
。

福
祉
部
長　
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当

合
い
推
進
員
の
掘
り
起
こ
し
や
エ
リ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
配
置
へ
の
考
え
は
。

福
祉
部
長　
講
演
会
等
の
場
で
参
加

者
に
呼
び
か
け
を
実
施
。
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
他
自
治
体
を
研
究
。

問　
介
護
保
険
の
対
象
外
で
あ
る
Ａ　

あ

ＹやＡ
世
代
の
が
ん
患
者
・
難
病
の
方

へ
の
在
宅
療
養
・
介
護
へ
の
助
成
は
。

福
祉
参
事　
が
ん
相
談
セ
ン
タ
ー
や

都
が
実
施
す
る
事
業
を
広
く
周
知
。

先
駆
的
な
取
組
み
を
調
査
・
研
究
し
、

市
と
し
て
の
取
組
み
も
検
討
。

え
ば
、映
画
の
ま
ち
を
活
か
し
た「
ロ

ケ
に
エ
キ
ス
ト
ラ
参
加
で
き
る
特
典

や
「
花
火
大
会
有
料
席
の
招
待
状
」

　
「
鬼
太
郎
ひ
ろ
ば
」
に
見
ら
れ
る
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
手
法
を

続
け
る
な
ど
の
工
夫
は
ど
う
か
。

行
経
部
長　
今
回
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
試
行
的
取
組
み
で
は

市
外
か
ら
の
寄
附
が
６
割
を
超
え
、

市
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。
ま

た
、
議
員
提
案
の
地
域
資
源
の
活
用

は
都
市
の
付
加
価
値
を
高
め
る
取
組

み
と
し
て
意
義
が
あ
る
と
認
識
。
今

後
、
今
回
の
取
組
み
を
検
証
し
、
有

効
な
寄
附
促
進
策
を
総
合
的
に
検
討
。

問　
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
整
備
方
針

取
り
ま
と
め
で
は
、
課
題
の
洗
い
出

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
市
の
減

収
は
平
成
30
年
度
で
約
５
億
円
に
及

び
、
令
和
元
年
度
は
年
間
６
億
円
を

超
え
る
減
収
が
予
測
さ
れ
る
が
①
こ

の
現
状
に
対
す
る
市
の
見
解
は
②
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

市
民
部
長　
①
ふ
る
さ
と
納
税
申
し

込
み
者
は
年
々
増
加
し
令
和
元
年
度

減
収
額
は
約
６
億
６
千
万
円
を
見
込

む
。
今
後
も
減
収
影
響
続
く
と
推
測
。

市
長　
②
今
後
も
返
礼
品
競
争
と
一

線
を
画
し
な
が
ら
制
度
本
来
の
趣
旨

に
沿
っ
た
適
切
な
対
応
を
図
る
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が
出
る
ほ
ど
の
収

入
減
に
は
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。
例

し
と
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
べ
き
。
ま
た
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
講

演
・
パ
ー
テ
ィ
ー
が
同
時
に
行
え
る

小
ホ
ー
ル
は
、
人
気
で
ニ
ー
ズ
が
高

い
。
市
民
が
求
め
る
ホ
ー
ル
整
備
を
。

生
文
部
長　
劣
化
診
断
調
査
や
利
用

団
体
と
の
意
見
交
換
等
に
よ
り
、
多

角
的
に
課
題
を
洗
い
出
す
。
多
様
な

手
法
を
用
い
て
市
民
意
見
の
把
握
に

努
め
、
市
の
考
え
方
を
整
理
す
る
。

小
ホ
ー
ル
は
多
目
的
利
用
で
き
る
機

能
の
充
実
も
考
え
ら
れ
る
と
認
識
。

今
夏
の
暑
熱
対
策
と
実
践
的
な

防
災
訓
練
に
つ
い
て
問
う

大
野　

祐
司
（
自
由
民
主
党
創
政
会
）

大
野　

祐
司
（
自
由
民
主
党
創
政
会
）

介
護
事
業
を
取
り
巻
く
状
況
と

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
問
う

狩
野　

明
彦
（
自
由
民
主
党
創
政
会
）

　第2回定例会では、20人の議員が一般質問を行いました。なお、※印の用語は6・7面に解説を掲載していま
す。スマートフォンなどをお持ちの方は、タイトル内の二次元コードを専用アプリで読み取ると、それぞれの録
画映像がご覧いただけます。

平
野　
　

充
（
公　

明　

党
）

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収
対
策
と

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
の
整
備
方
針
を
問
う

持
続
可
能
な
地
域
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て

鈴
木　

宗
貴
（
自
由
民
主
党
創
政
会
）

一般質問とは、議員が市長などに対し、
行政全般にわたる事務の執行状況や将来
の方針等を確認するものです。

グリーンホール小ホール マンホールトイレ

セカンドライフ応援キャンペーン 調布駅前広場

・

」、

※
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の
た
め
の
、
ま
ち
歩
き
を
検
討
。

問　
工
事
終
了
後
の
安
全
管
理
体
制

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

都
整
参
事　
将
来
の
管
理
者
が
点
検

等
行
い
安
全
確
保
す
る
も
の
と
認
識
。

問　
５
月
25
日
開
催
の
小
学
校
運
動

会
に
お
け
る
熱
中
症
予
防
に
つ
い
て

①
事
前
対
策
は
②
暑

※

さ
指
数
計
測
器

の
運
用
は
③
当
日
の
熱
中
症
情
報
は
。

教
育
部
長　
①
競
技
時
間
短
縮
や
暑

さ
対
策
等
を
文
書
な
ど
で
保
護
者
に

お
知
ら
せ
②
適
時
、
指
数
の
確
認
行

っ
た
③
53
名
体
調
不
良
、
う
ち
１
名

救
急
搬
送
。
軽
度
の
熱
中
症
と
診
断
。

問　
体
調
不
良
者
約
50
名
、
救
急
搬

送
１
名
と
い
う
結
果
へ
の
総
括
は
。

教
育
部
長　
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ

問　
外
環
道
工
事
に
つ
い
て
一
般
市

民
に
わ
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
、

工
事
日
程
や
進
捗
状
況
の
周
知
を
す

る
べ
き
。
市
の
見
解
は
。

副
市
長　
情
報
提
供
を
含
め
、
事
業

者
の
よ
り
丁
寧
な
対
応
が
必
要
。
市

域
で
の
説
明
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

適
切
な
情
報
提
供
を
事
業
者
へ
要
望
。

問　
環
境
と
市
民
の
安
全
守
る
観
点

か
ら
、
地
盤
変
動
・
地
下
水
位
・
水

質
に
関
す
る
情
報
提
供
の
取
組
み
は
。

都
整
参
事　
事
業
者
が
環
境
影
響
評

価
等
を
適
時
実
施
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
。
事
業
者
と
連
携
し
対
応
。

問　
具
体
的
で
実
効
性
の
あ
る
避
難

計
画
策
定
へ
の
市
の
協
力
体
制
は
。

危
管
部
長　
避
難
方
向
の
確
認
な
ど

適
切
、
迅
速
に
判
断
で
き
た
と
認
識
。

問　
子
ど
も
が
熱
中
症
に
な
り
や
す

い
こ
と
は
共
有
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長　
職
員
会
議
等
を
通
じ
て

教
職
員
の
共
通
理
解
を
図
っ
て
い
る
。

問　
暑
さ
に
対
し
て
危
機
感
を
持
ち
、

安
全
な
運
動
会
実
施
の
た
め
の
判
断

基
準
に
つ
い
て
議
論
と
情
報
共
有
を

進
め
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

教
育
部
長　
熱
中
症
事
故
の
防
止
に

つ
い
て
の
通
知
に
基
づ
き
判
断
。
学

校
間
で
情
報
共
有
し
安
全
に
努
め
る
。

取
組
み
、
小
学
校
の
放
課
後
事
業
や

病
児
保
育
事
業
の
充
実
に
つ
い
て
、

市
の
今
後
の
方
向
性
や
考
え
は
。

市
長　
待
機
児
童
対
策
は
市
の
最
重

要
課
題
の
一
つ
。
次
期
調
布
っ
子
す

こ
や
か
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
今
後
も

取
り
組
む
べ
き
課
題
に
真
摯
に
対
応
。

子
生
部
長　
放
課
後
対
策
と
病
児
・

病
後
児
保
育
は
今
後
の
ニ
ー
ズ
を
見

き
わ
め
、
効
果
的
な
対
策
を
検
討
。

問　
未
就
学
児
向
け
の
安
全
性
の
高

い
遊
具
設
置
の
公
園
が
多
く
、
利
用

年
齢
層
の
偏
り
が
あ
る
。
改
善
す
る

こ
と
で
公
園
を
よ
り
有
効
活
用
で
き

る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
は
。

環
境
部
長　
近
年
の
高
齢
者
の
利
用

増
加
で
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
る
。

問　
京
王
多
摩
川
駅
前
の
開
発
を
進

め
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
今
後
の
人

口
減
少
で
の
駅
前
の
利
便
性
低
下
や

　
「
住
民
の
声
」
の
取
り
方
、
高
齢
化

の
進
む
商
店
街
と
駅
前
新
規
事
業
と

の
共
存
・
共
栄
な
ど
に
つ
い
て
、
市

の
考
え
や
今
後
の
具
体
的
な
施
策
は
。

都
整
参
事　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
商
業
の
拠
点
と
し
て
の
位
置

づ
け
あ
り
。
今
後
も
よ
り
幅
広
い
方

か
ら
意
見
を
い
た
だ
く
場
の
設
置
や
、

地
域
住
民
と
課
題
の
共
通
認
識
を
図

り
、
参
加
と
協
働
に
よ
る
検
討
を
重

ね
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

問　
子
育
て
世
代
の
「
子
育
て
し
な

が
ら
も
働
き
や
す
い
」
環
境
を
つ
く

る
た
め
に
、
保
育
園
事
業
の
今
後
の

求
め
ら
れ
る
公
園
機
能
を
適
切
に
配

置
す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識
。

問　
市
内
の
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る

公
園
が
少
な
い
現
状
は
、
利
用
層
の

偏
り
に
も
影
響
。
今
後
の
取
組
み
は
。

ま
た
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
が
で
き
る
公
園

を
増
や
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

環
境
部
長　
と
も
に
近
隣
住
民
等
の

理
解
な
ど
が
課
題
。
今
後
、
整
備
の

可
能
性
等
に
つ
い
て
、
近
隣
住
民
と

の
調
整
や
他
市
の
運
用
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
検
討
。

が
必
要
と
認
識
。

福
祉
部
長　
②
地
域
の
多
様
な
相
談

支
援
機
関
が
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
継
続
的
に
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、

医
療
機
関
な
ど
適
切
な
機
関
に
つ
な

ぐ
支
援
を
行
っ
て
い
る
③
多
機
関
協

働
の
支
援
体
制
構
築
を
目
的
に
庁
内

関
係
部
署
や
保
健
所
等
で
構
成
さ
れ

る
相
談
支
援
包
括
化
推
進
会
議
を
平

成
30
年
に
設
置
し
専
門
部
会
で
協
議
。

問　
介
護
士
の
現
状
に
つ
い
て
①
介

護
士
に
関
す
る
市
の
認
識
は
②
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
勤
続
年
数
10
年

以
上
の
介
護
士
に
は
月
額
平
均
８
万

円
相
当
の
処
遇
改
善
を
図
る
も
の
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
と
し
て
も
直
接

的
な
支
援
は
で
き
な
い
か
③
人
手
不

問　
80
代
の
親
と
50
代
の
ひ
き
こ
も

り
の
子
ど
も
の
同
居
時
に
お
け
る「
８

０
５
０
問
題
」
に
つ
い
て
①
ひ
き
こ

も
り
に
関
す
る
市
の
認
識
は
②
ひ
き

こ
も
り
の
発
見
と
支
援
に
つ
な
が
る

仕
組
み
が
全
国
的
に
は
お
く
れ
て
い

る
と
も
聞
く
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
③
Ｄ
Ｖ
・
精

神
疾
患
・
経
済
的
問
題
な
ど
か
ら
単

体
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
は
対
応
が
困
難

な
場
合
が
多
く
あ
る
。
市
と
し
て
横

断
的
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
①
当
事
者
や
家
族
の
不
安
に

寄
り
添
い
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
関

係
づ
く
り
を
行
い
、
一
歩
を
踏
み
出

す
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
ぐ
る
み
の
支
援

足
の
職
場
環
境
の
中
で
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
、
市
は
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
し
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　
①
国
や
都
の
動
向
踏
ま

え
た
福
祉
人
材
の
育
成
、
定
着
に
つ

い
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
認
識
。

②
市
独
自
に
介
護
職
員
に
対
し
て
直

接
補
助
す
る
こ
と
は
、
財
源
の
問
題

や
介
護
報
酬
の
位
置
づ
け
等
の
視
点

か
ら
困
難
と
認
識
③
福
祉
人
材
の
養

成
や
各
種
専
門
研
修
な
ど
を
実
施
し
、

質
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
を
実
施
。

け
て
、
市
と
し
て
の
新
た
な
移
動
手

段
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
将
来
の
展

望
は
。

都
整
部
長　
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
実

証
実
験
に
よ
り
利
用
実
態
を
確
認
中
。

移
動
の
利
便
性
の
向
上
に
、
様
々
な

視
点
か
ら
継
続
し
て
取
り
組
む
。

問　
市
内
の
公
園
の
遊
具
は
ど
こ
も

樹
脂
製
の
似
た
よ
う
な
も
の
だ
が
、

多
摩
産
材
の
木
製
の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

遊
具
な
ど
の
導
入
は
で
き
な
い
か
。

環
境
部
長　
遊
具
の
特
性
な
ど
を
踏

ま
え
、
木
材
の
使
用
と
あ
わ
せ
て
多

摩
産
材
の
活
用
も
検
討
。

問　
市
内
に
は
気
軽
に
水
遊
び
が
で

き
る
公
園
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
が
、

今
後
の
整
備
予
定
は
。

問　
政
府
は
自
動
運
転
を
初
め
と
す

る
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

の
普
及
拡
大
を
推
進
し
て
い
る
が
、

市
の
現
状
の
認
識
と
取
組
み
は
。

市
長　
交
通
事
故
の
改
善
な
ど
に
つ

な
が
る
自
動
運
転
等
に
つ
い
て
、
技

術
革
新
や
国
の
支
援
策
等
の
動
向
を

把
握
し
、
今
後
の
活
用
方
策
を
検
討
。

問　
自
動
運
転
技
術
や
Ａ
Ｉ
技
術
な

ど
の
最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
実
証

実
験
を
誘
致
し
て
、
社
会
的
な
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
め
な
い
か
。

都
整
部
長　
ス

※

マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
は
バ
ス
事
業
者
な
ど
と
継
続
し
て

調
査
、
検
討
。
市
民
が
自
動
運
転
を

体
験
す
る
な
ど
の
機
会
を
検
討
。

問　
「
移
動
弱
者
ゼ
ロ
社
会
」
に
向

環
境
部
長　
令
和
元
年
度
に
鬼
太
郎

ひ
ろ
ば
内
に
整
備
予
定
。
公
園
整
備

は
市
公
園
・
緑
地
機
能
再
編
指
針
に

基
づ
き
、
水
景
施
設
の
導
入
を
検
討
。

問　
既
存
の
公
園
で
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
た
き
火
や
水
遊
び
、
木
登
り
な

ど
が
可
能
な
常
設
型
の
プ
レ
ー
パ
ー

ク
の
整
備
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

環
境
部
長　
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に

努
め
、
先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
管

理
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
つ

い
て
調
査
、
検
討
を
進
め
る
。

京
王
多
摩
川
駅
前
開
発
、
子
育
て
世
代
の
環
境
、

公
園
利
用
に
つ
い
て
問
う

阿
部　

草
太
（
次
世
代
・
調
布
）

福
祉
の
取
組
み
方
に
つ
い
て
問
う

西
谷　
　

徹
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布

 21
）

澤
井　
　

慧
（
日
本
維
新
の
会
）

新
た
な
公
共
交
通
の
実
証
実
験
の
誘
致
と

公
園
遊
具
の
充
実
を

外
環
道
工
事
近
隣
住
民
の
安
心
安
全
の
確
保
と

安
全
な
運
動
会
づ
く
り
を

木
下　

安
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

　
市
議
会
の
本
会
議
や
委
員
会
・
全

員
協
議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開
催

日
当
日
に
議
会
事
務
局
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
受
付
順
に
入
室
を
御
案
内

し
ま
す
。
な
お
、
会
議
途
中
で
も
入

退
場
が
で
き
ま
す
。

※
本
会
議
の
傍
聴
で
は
、
手
話
通
訳

要
約
筆
記
が
で
き
ま
す
（
要
予
約
。

詳
細
は
左
記
参
照
）
。

○
傍
聴
定
員

　
▽
本
会
議

　
　
・
一
般
席　
50
席

　
　
・
車
椅
子
傍
聴
席　
２
席

　
　
・
車
椅
子
介
助
者
席　
２
席

　
▽
委
員
会
・
全
員
協
議
会

　
　
・
10
席
程
度
（
会
議
内
容
な
ど

　
　
　
で
変
動
す
る
場
合
あ
り
。
）

○
本
会
議
の
傍
聴
で
手
話
通
訳
・
要

約
筆
記
を
希
望
さ
れ
る
場
合

　
傍
聴
希
望
日
の
３
日
前
（
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
。
）
の
午
後
４

時
ま
で
に
①
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記

の
ど
ち
ら
を
希
望
す
る
か
②
住
所
③

氏
名
④
傍
聴
希
望
す
る
日
時
や
内
容

　
（

○
月
○
日
の
午
前
、
△
△
議
員

の
一
般
質
問
な
ど
）
⑤
連
絡
先
・
連

絡
方
法
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
０
４
２
◆
481
◆
７
２
９
１

◆
０
４
２
◆
481
◆
５
１
１
９

　
　

市内の公園遊具 京王多摩川駅周辺

こころの健康支援センター 市内の運動会

ぜ
ひ
議
会
の
傍
聴
を

〜
紙
面
で
は
伝
わ
ら
な
い
議
会
を

体
感
で
き
ま
す
〜

gikai@w2.city.chofu.tokyo.jp

－－
－－

例

・
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行経部長…行政経営部長　行経参事…行政経営部参事　オリパラ部長…オリンピック・パラリンピック担当部長　危管部長…危機管理担当部長　生文部長…生活文化スポーツ部長　産業部長…産業振興担当部長　
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問　
自
主
的
に
取
組
み
を
進
め
て
い

る
「
調

※

布
市
高
齢
者
免
許
自
主
返
納

推
進
市
民
会
議
」
の
皆
さ
ん
と
連
携

の
も
と
、
実
効
性
あ
る
取
組
み
を
進

め
る
べ
き
。
見
解
は
。

市
長　
市
民
の
自
主
的
活
動
へ
の
支

援
・
連
携
は
効
果
的
啓
発
に
資
す
る
。

警
察
等
と
連
携
し
機
運
醸
成
を
行
う
。

問　
市
と
し
て
地
元
商
工
業
者
の
皆

さ
ん
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
啓
発

活
動
を
進
め
る
べ
き
。
見
解
は
。

産
業
部
長　
高
齢
者
運
転
免
許
自
主

返
納
サ
ポ
ー
ト
協
議
会
の
取
組
事
例

を
参
考
に
商
工
会
等
と
連
携
し
検
討
。

問　
退
職
者
が
地
域
活
動
す
る
際
の

　
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
事
業
」
に
つ
い
て
、

成
果
と
今
後
の
課
題
、
新
た
に
会
へ

問　
高
齢
者
の
免
許
取
得
率
・
返
納

率
・
事
故
発
生
の
状
況
等
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
運
転
時
の
実
態
把
握
は
。

都
整
部
長　
市
内
の
75
歳
以
上
の
免

許
保
有
者
は
推
定
約
１
万
１
千
人
。

自
主
返
納
は
平
成
30
年
同
期
比
で
約

14
％
増
。
高
齢
者
運
転
の
自
動
車
事

故
の
件
数
は
未
公
表
で
把
握
が
困
難
。

問　
こ
れ
ま
で
各
会
派
の
議
員
か
ら

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
の
問
題
に

対
し
、
市
は
こ
の
間
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
成

果
の
受
け
と
め
は
。

都
整
部
長　
市
報
な
ど
で
啓
発
。
各

種
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
で
は
高
齢
者

と
家
族
に
免
許
証
返
納
の
検
討
を
お

願
い
し
、
一
定
の
効
果
に
つ
な
が
る
。

勧
誘
す
る
対
策
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

生
文
部
長　
地
域
活
動
等
の
き
っ
か

け
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
認
識
。

事
業
周
知
、
参
加
意
欲
を
高
め
る
内

容
と
す
る
こ
と
が
必
要
。
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
事
業
展
開
。

問　
自
治
会
連
合
協
議
会
を
初
め
と

し
た
地
域
団
体
へ
、
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
充
実
す
べ
き
。
見
解
は
。

生
文
部
長　
活
動
に
伴
う
拠
点
な
ど

に
つ
い
て
支
援
。
今
後
も
地
域
団
体

と
の
連
携
・
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

て
い
く
か
。

福
祉
部
長　
必
要
な
相
談
支
援
が
円

滑
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
多
機
関
協

働
の
支
援
体
制
の
構
築
を
進
め
る
。

問　
市
の
こ
れ
ま
で
の
特
定
空
き
家

へ
の
取
組
み
と
課
題
は
。

都
整
参
事　
認
定
に
必
要
な
基
準
づ

く
り
と
、
緊
急
時
の
対
応
の
要
請
に

努
力
。
行
政
代
執
行
に
は
権
利
侵
害

を
意
識
し
た
運
用
が
求
め
ら
れ
る
。

問　
遠
方
に
住
ん
で
い
る
た
め
、
空

き
家
を
管
理
で
き
な
い
所
有
者
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
く
か
。

都
整
参
事　
適
正
管
理
の
必
要
性
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
発
信
を

継
続
し
、
管
理
相
談
が
気
軽
に
行
え

問　
全
て
の
世
代
の
ひ
き
こ
も
り
の

方
に
対
し
て
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
と
課
題
は
。

市
長　
相
談
窓
口
の
設
置
や
居
場
所

事
業
の
ほ
か
、
地
域
の
相
談
受
付
等

の
体
制
を
整
備
。
複
数
の
関
係
機
関

が
連
携
し
横
断
的
支
援
に
取
り
組
む
。

問　
地

※

域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
と
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
の
問
題

を
含
む
課
題
を
抱
え
た
家
庭
に
ど
の

よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
く
か
。

福
祉
部
長　
本
人
や
そ
の
家
族
の
生

活
問
題
を
早
期
に
発
見
し
、
必
要
に

応
じ
関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
す
支
援
に
つ
な
げ
る
。

問　
地
域
か
ら
孤
立
し
た
家
庭
の
問

題
に
、
ど
の
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

る
体
制
整
備
を
推
進
。

問　
土
地
に
建
物
が
建
っ
て
い
る
場

合
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
が

減
額
に
な
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
た
め
、
所
有
者
が
空
き
家
を
更
地

に
す
る
よ
り
も
放
置
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
認

識
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

都
整
参
事　
改
善
命
令
な
ど
の
あ
っ

た
特
定
空
き
家
の
税
負
担
軽
減
措
置

適
用
除
外
の
法
改
正
に
基
づ
き
、
適

正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
。

合
の
代
表
世
話
人
な
ど
と
の
協
議
は

行
わ
れ
た
の
か
。

総
務
部
長　
非
正
規
職
員
団
体
な
ど

４
団
体
と
の
検
討
会
を
７
回
実
施
。

問　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
交
換
は
行

わ
れ
た
の
か
。

総
務
部
長　
制
度
導
入
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
勤
務
条
件
に
関

す
る
要
望
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

問　
令
和
２
年
４
月
か
ら
、
会

※

計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
が

①
導
入
に
関
し
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
受
け
と
め
、
認
識
し
、
今
後
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
い
く
の
か
②
処

遇
改
善
と
し
て
期
末
手
当
の
支
給
が

可
能
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

問　
市
で
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

任
用
数
は
。

総
務
部
長　
平
成
31
年
４
月
１
日
現

在
で
１
千
211
人
。

問　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
休
暇
制

度
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

総
務
部
長　
夏
季
休
暇
な
ど
各
種
休

暇
を
整
備
。
令
和
元
年
度
か
ら
結
婚

休
暇
の
創
設
な
ど
制
度
充
実
を
推
進
。

問　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
仕
事
内

容
や
配
置
状
況
は
。

副
市
長　
正
規
職
員
の
業
務
補
助
や

例
規
範
囲
で
の
専
門
的
業
務
を
担
い
、

様
々
な
職
場
で
任
用
し
活
躍
。

問　
こ
れ
ま
で
に
労
使
協
議
は
、
何

回
行
わ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
非
正
規

職
員
組
合
や
嘱
託
員
・
臨
時
職
員
組

③
任
用
さ
れ
た
方
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
の
創
出
は
。

副
市
長　
①
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の

適
正
な
任
用
等
の
確
保
を
図
る
制
度

と
認
識
。
働
き
や
す
い
環
境
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
て
制
度
運
用
。

総
務
部
長　
②
財
政
面
の
影
響
な
ど

課
題
整
理
し
、
近
隣
市
の
状
況
等
も

注
視
し
検
討
③
休
暇
制
度
充
実
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
な
ど
勤
務
条

件
改
善
を
図
り
、
多
様
な
人
材
確
保

し
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
げ
る
。

子
育
て
支
援
施
策
全
体
の
中
で
検
討
。

問　
16
・
17
歳
の
高
校
生
世
代
の
貧

困
に
対
す
る
市
の
認
識
と
支
援
の
取

組
み
は
。

子
生
部
長　
行
政
と
地
域
が
連
携
し

た
支
援
が
必
要
。
関
係
機
関
等
と
連

携
を
密
に
効
果
的
な
支
援
策
を
検
討
。

問　
新
た
に
成
立
し
た
食
品
ロ
ス
削

減
推
進
法
へ
の
市
の
認
識
と
、
市
町

村
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
の
策
定

の
予
定
は
。

生
文
部
長　
多
様
な
主
体
と
連
携
し
、

取
組
み
を
適
切
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
。
国
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
、
必
要
な
対
応
を
検
討
す
る
。

問　
食
品
ロ
ス
削
減
の
普
及
啓
発
の

た
め
、
ご
み
抑
制
や
食
育
を
初
め
、

問　
市
内
の
子
ど
も
の
貧
困
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
現
状
を
把
握

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
課
題
は
ど
こ

に
あ
る
か
。

子
生
部
長　
子
ど
も
の
生
活
困
難
層

は
約
２
割
で
子
ど
も
の
年
齢
が
高
い

ほ
ど
、
よ
り
困
難
な
層
が
多
い
傾
向
。

就
学
援
助
制
度
な
ど
の
周
知
が
課
題
。

問　
支
援
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
早

期
発
見
が
重
要
。
本
人
か
ら
気
軽
に

相
談
で
き
る
体
制
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
は
。

子
生
部
長　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
活
用
も
含
め
、
実
効
性
の
あ

る
取
組
み
を
協
議
・
検
討
。

問　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
家
賃
補
助
の
取
組
み
は
。

子
生
部
長　
他
市
事
例
を
参
考
に
、

多
様
な
団
体
と
の
連
携
体
制
と
ご
み

ア
プ
リ
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
。

生
文
部
長　
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
に

団
体
と
連
携
図
り
、
取
組
み
を
検
討
。

環
境
部
長　
引
き
続
き
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
利

用
し
更
な
る
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
。

問　
市
内
で
活
動
す
る
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の
現
状
と
市

の
今
後
の
支
援
は
。

生
文
部
長　
支
援
が
必
要
な
方
へ
無

償
で
提
供
す
る
活
動
を
実
施
。
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
支
援
を
行
う
。

今
後
の
地
域
福
祉
の
展
開
と

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
問
う

古
川　

陽
菜
（
調
布
の
未
来
を
創
る
会
）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
問
う

榊
原
登
志
子
（
社
会
民
主
党
）

須
山　

妙
子
（
公　

明　

党
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
・
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

取
組
み
に
つ
い
て
問
う

高
齢
者
の
免
許
自
主
返
納
推
進
に

向
け
た
取
組
み
を

井
上　

耕
志
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布

 21
）

用
語
の
解
説

暑
さ
指
数　
熱
中
症
予
防
を
目
的
に
、

人
体
と
外
気
と
の
熱
の
や
り
と
り（
熱

収
支
）
に
着
目
し
た
指
標
。
人
体
の

熱
収
支
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
湿

度
・
日
射
・
輻ふ

く

射し
ゃ

等
の
周
辺
の
熱
環

境
、
気
温
か
ら
算
出
す
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　
国
連
が
定
め
た
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標
」
の
こ
と
。
貧
困

撲
滅
や
気
候
変
動
対
策
な
ど
17
の
目

標
と
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

の
169
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
。

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン　
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
よ
う
、
企
業
や
地
域
団
体
等
の

多
様
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
集

約
し
公
表
す
る
市
の
取
組
み
。
必
要

と
す
る
人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
支
援

や
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
す
る
こ
と
で
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
を
推
進
す
る
も
の
。

Ａ
Ｙ
Ａ
世
代　
15
歳
か
ら
30
歳
前
後

の
思
春
期
と
若
年
成
人
の
世
代
。
こ

の
世
代
は
小
児
が
ん
と
成
人
が
ん
を

発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
就
学
・

就
職
・
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
な
ど

を
迎
え
る
時
期
で
も
あ
る
こ
と
か
ら

個
別
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が
必
要
。

ス
マ
ー
ト
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー　
人
の
移

動
を
効
率
化
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

総
称
。
車
両
の
高
知
能
化
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

情
報
技
術
で
、
運
転
手
を
必
要
と
し

な
い
自
動
運
転
や
、
運
転
ミ
ス
を
補

う
運
転
支
援
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
制

度
の
は
ざ
ま
で
苦
し
ん
で
い
る
方
や
、

既
存
の
公
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
十
分
に
対
応
が
で
き
な
い
方
な

ど
に
対
し
、
生
活
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
組
み
を
行
う
。
地
域
の
生
活

課
題
や
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、
受
け
と

め
、
地
域
組
織
や
関
係
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い

の
仕
組
み
づ
く
り
や
生
活
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
う
。

食品ロス削減の啓発活動 市の空き家管理の啓発パンフレット

市役所庁舎 地域デビュー歓迎会
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的
に
検
討
し
適
時
適
切
な
対
応
図
る
。

問　
学
校
建
て
か
え
事
業
は
期
間
40

年
で
約
１
千
200
億
円
の
大
事
業
。
学

校
施
設
整
備
基
金
の
創
設
を
。

行
経
部
長　
今
後
も
公
共
施
設
整
備

基
金
を
充
実
さ
せ
、
活
用
を
図
る
。

問　
最
近
の
子
ど
も
の
交
通
事
故
を

受
け
、
市
の
認
識
と
取
組
状
況
は
。

子
生
部
長　
想
定
外
の
事
故
と
認
識
。

園
外
保
育
経
路
の
点
検
で
、
危
険
箇

所
の
認
識
の
差
異
も
確
認
。
情
報
の

共
有
図
り
、
今
後
の
対
応
に
活
か
す
。

問　
危
険
箇
所
の
道
路
管
理
者
や
警

視
庁
と
の
合
同
点
検
、
キ
ッ
ズ
ゾ
ー

ン
指
定
な
ど
道
路
の
安
全
対
策
を
。

子
生
部
長　
関
係
機
関
な
ど
と
連
携

し
、
必
要
な
対
応
を
検
討
。

問　
市
内
小
・
中
学
校
は
若
葉
小
が

築
60
年
、
第
三
中
な
ど
11
校
が
築
50

年
以
上
で
、
今
後
数
年
で
調
和
小
以

外
は
全
て
築
40
年
以
上
。
学
校
施
設

整
備
の
重
要
性
へ
の
市
の
考
え
は
。

教
育
長　
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
は

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
諸
計
画
の
着

実
な
推
進
が
重
要
と
認
識
。
今
後
も

関
係
部
署
と
連
携
し
取
組
み
を
推
進
。

問　
学
校
施
設
整
備
方
針
で
は
、
建

て
か
え
時
期
を
建
築
後
80
年
と
し
て

い
る
が
、
本
来
す
べ
き
建
て
か
え
の

先
送
り
だ
。
築
50
年
超
で
建
築
後
大

規
模
改
修
し
て
い
な
い
学
校
が
半
数

以
上
。
早
急
に
学
校
の
建
て
か
え
を
。

教
育
部
長　
（
仮
称
）
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
策
定
の
中
で
多
角

都
整
部
長　
国
等
の
動
向
を
注
視
し
、

警
視
庁
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
る
。

問　
安
全
な
園
外
保
育
な
ど
へ
の
保

育
施
設
の
人
員
確
保
の
支
援
を
。

子
生
部
長　
各
保
育
施
設
と
安
全
確

保
に
必
要
な
環
境
整
備
の
協
議
を
進

め
早
期
に
実
施
可
能
な
対
応
を
行
う
。

問　
都
市
整
備
部
に
子
ど
も
の
安
全

対
策
の
担
当
部
署
の
設
置
を
。

都
整
部
長　
園
児
交
通
安
全
防
犯
連

絡
会
と
連
携
図
り
市
民
要
望
に
対
応
。

今
後
も
迅
速
な
対
応
な
ど
に
努
め
る
。

会
議
等
を
活
用
し
て
研
究
し
て
い
く
。

問　
世
帯
状
況
に
よ
り
異
な
る
虐
待

や
家
族
の
問
題
な
ど
へ
の
取
組
み
は
。

福
祉
部
長　
様
々
な
手
段
を
講
じ
て

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
周
知
や

関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
高
齢
者

と
丁
寧
な
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

問　
詐
欺
か
ら
守
る
施
策
の
強
化
を
。

危
管
部
長　
様
々
な
機
会
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
努
め
、
調
布
警
察
署

等
と
連
携
し
被
害
防
止
に
取
り
組
む
。

問　
風
水
害
に
対
す
る
指
針
が
政
府

か
ら
出
さ
れ
た
。
高
齢
者
は
様
々
な

状
況
か
ら
正
常
性
バ
イ
ア
ス
が
働
い

て
し
ま
い
、
逃
げ
遅
れ
る
可
能
性
が

高
い
。
マ

※

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活

用
に
よ
り
自
分
の
行
動
指
針
が
で
き
、

問　
市
の
高
齢
化
率
は
21
％
を
超
え

た
。
超
高
齢
社
会
で
あ
る
市
の
現
状

と
課
題
、
今
後
の
取
組
み
を
問
う
。

市
長　
高
齢
者
の
複
合
的
課
題
に
対

応
す
る
体
制
整
備
が
喫
緊
の
課
題
。

多
様
な
主
体
と
連
携
を
図
り
、
地
域

共
生
社
会
実
現
に
向
け
取
組
み
推
進
。

問　
家
族
介
護
の
負
担
大
き
い
認
知

症
に
は
Ｂ

※

Ｐ
Ｓ
Ｄ
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
初
め
支
援
が
必
要
。
多
く
の
自
治

体
で
導
入
し
て
い
る
認
知
症
の
方
へ

の
賠
償
責
任
保
険
を
市
で
も
検
討
を
。

更
に
徘は

い

回か
い

対
策
グ
ッ
ズ
導
入
求
め
る
。

福
祉
部
長　
損
害
賠
償
保
険
や
Ｇ
Ｐ

Ｓ
等
の
活
用
は
多
く
の
不
安
を
抱
え

る
家
族
介
護
者
支
援
の
視
点
か
ら
も

有
効
な
方
法
と
認
識
。
認
知
症
連
携

効
果
が
高
い
と
い
え
る
が
見
解
は
。

危
管
部
長　
時
系
列
に
合
わ
せ
た
自

分
の
行
動
を
整
理
し
、
避
難
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
災
害

時
の
迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
が
る

も
の
と
し
て
周
知
啓
発
し
て
い
る
。

問　
通
電
火
災
の
防
止
に
効
果
が
高

い
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
や
助
成

制
度
創
設
、
避
難
用
品
の
準
備
に
必

要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
べ
き
で
は
。

危
管
部
長　
普
及
に
向
け
引
き
続
き

周
知
。
出
前
講
座
な
ど
で
周
知
啓
発
。

用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
は
、
職
の

中
身
が
極
め
て
限
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
特
別
職
だ
っ
た
専
門
職
が

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
対
象
に

な
る
が
、
継
続
し
て
働
く
こ
と
で
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
職
種
に
そ
ぐ
わ
な

い
。
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ

い
て
市
の
認
識
を
問
う
。

副
市
長　
多
様
な
人
材
の
任
用
が
求

め
ら
れ
る
中
、
統
一
的
な
任
用
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
で
、
全
国
的
に
年 

々
増
加
傾
向
に
あ
る
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
適
正
な
任
用
等
の
確
保
を
図

る
も
の
と
認
識
。

問　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

に
向
け
て
①
職
の
振
り
分
け
は
②
公

問　
市
の
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
①

人
数
と
職
員
全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

②
正
規
職
員
の
勤
務
時
間
の
９
割
以

上
の
勤
務
を
し
て
い
る
非
常
勤
職
員

の
人
数
と
比
率
は
③
保
育
士
の
、
正

規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
給
与
比
較

は
④
再
度
の
任
用
の
実
態
は
。

副
市
長　
④
地
方
公
務
員
法
に
基
づ

き
職
員
を
任
用
。

総
務
部
長　
①
平
成
31
年
４
月
現
在
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
合
計
１
千
211
人

で
正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同
数
②
約
170
人

で
全
体
の
約
14
％
③
時
間
単
価
で
臨

時
職
員
は
１
千
130
円
ま
た
は
１
千
280

円
。
正
規
職
員
の
初
任
給
単
価
は
１

千
186
円
。

問　
総
務
省
作
成
の
「
会

※

計
年
度
任

募
を
行
う
の
か
③
試
用
期
間
の
設
定

は
④
再
度
の
任
用
は
⑤
期
末
手
当
支

給
や
休
暇
な
ど
労
働
条
件
は
⑥
ど
の

よ
う
な
服
務
規
律
が
発
生
す
る
の
か
。

総
務
部
長　
①
権
力
的
業
務
等
を
除

き
、
担
当
業
務
を
検
討
②
広
範
に
求

人
募
集
し
、
競
争
試
験
・
選
考
に
よ

り
任
用
③
任
期
ご
と
に
、
採
用
後
１

カ
月
④
各
職
場
の
実
態
に
即
し
た
運

用
を
検
討
⑤
国
や
都
の
制
度
な
ど
を

踏
ま
え
検
討
⑥
職
務
専
念
義
務
な
ど

の
関
連
規
定
の
適
正
な
運
用
を
図
る
。

も
た
ち
が
民
間
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

利
用
す
る
場
合
に
、
経
済
的
支
援
を
。

子
生
部
長　
サ
ポ
ー
ト
校
の
学
費
支

援
と
し
て
上
限
月
額
２
万
７
千
円
の

給
付
金
を
支
給
し
経
済
的
負
担
軽
減
。

問　
市
南
部
地
域
に
お
け
る
多
摩
川

住
宅
再
生
の
位
置
づ
け
は
。

都
整
参
事　
生
活
の
拠
点
と
し
て
多

世
代
が
共
生
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
を
検
討
す
る
モ
デ
ル
地
区
。

問　
「
多
摩
川
住
宅
開
発
基
本
協
定

書
」
の
法
的
性
格
と
、
同
協
定
の
主

な
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

都
整
参
事　
条
例
に
基
づ
く
開
発
事

業
の
手
続
き
の
円
滑
化
を
目
的
に
、

地
区
計
画
に
定
め
切
れ
な
い
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
事
項
を
定
め
た
も
の
。

問　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
経
済
政
策
の
も

と
で
の
格
差
拡
大
、
貧
困
の
実
態
と

経
済
的
・
社
会
的
背
景
の
認
識
は
。

市
長　
格
差
は
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

一
貫
し
て
拡
大
傾
向
。
格
差
の
是
正

は
世
界
共
通
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
。

問　
上
昇
を
続
け
る
日
本
の
相
対
的

貧
困
率
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長　
包
括
的
な
支
援
体
制
の
充
実

を
図
り
、
効
果
的
な
支
援
を
継
続
。

問　
多
子
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税

均
等
割
の
法
定
外
減
免
に
、
市
長
の

決
断
を
求
め
る
。

福
祉
参
事　
引
き
続
き
、
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
国
や
都
へ
軽
減
の
法
制

化
と
財
政
支
援
を
強
く
要
望
。

問　
低
所
得
世
帯
の
不
登
校
の
子
ど

問　
団
地
周
辺
地
域
へ
の
配
慮
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

都
整
参
事　
地
区
計
画
に
よ
る
高
さ

制
限
に
加
え
、
日
影
規
制
な
ど
。

問　
主
に
バ
ス
路
線
の
公
共
交
通
機

関
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、
多
世
代
構

造
の
団
地
再
生
を
目
指
す
付
加
価
値

を
高
め
る
た
め
の
課
題
は
。

都
整
参
事　
国
領
駅
に
直
結
す
る
バ

ス
路
線
の
実
現
が
課
題
。
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
の
導
入
な
ど
、
再
生
を
支
援
。

超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
市
を
目
指
し
て

丸
田　

絵
美
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布

 21
）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
の
認
識
と

準
備
状
況
に
つ
い
て
問
う

坂
内　
　

淳
（
日
本
共
産
党
）

雨
宮　

幸
男
（
日
本
共
産
党
）

低
所
得
・
多
子
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
減
免
を

老
朽
化
し
た
学
校
施
設
の
建
て
か
え
を
、

子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
の
強
化
を

武
藤　

千
里
（
日
本
共
産
党
）

調
布
市
高
齢
者
免
許
自
主
返
納
推
進

市
民
会
議　
高
齢
者
の
免
許
返
納
に

関
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
市
民

グ
ル
ー
プ
。
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ

な
ど
に
出
向
き
、
免
許
返
納
に
よ
る

安あ
ん

堵ど

感
や
、
運
転
機
会
を
失
っ
て
も

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
等
に
生

き
が
い
を
見
出
し
た
こ
と
な
ど
の
体

験
談
を
、
積
極
的
に
講
話
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度　
臨
時
・

非
常
勤
職
員
の
適
正
な
任
用
・
勤
務

条
件
を
確
保
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治

法
の
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
一
般

職
の
非
常
勤
職
員
の
制
度
。
こ
の
制

度
に
よ
っ
て
、
期
末
手
当
の
支
給
が

可
能
と
な
る
な
ど
、
処
遇
改
善
が
図

ら
れ
る
。
ま
た
、
職
務
専
念
義
務
や

守
秘
義
務
な
ど
の
服
務
に
関
す
る
規

定
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
公
務
運
営

の
適
正
確
保
が
図
ら
れ
る
。

Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム　
都
福

祉
保
健
局
に
よ
る
認
知
症
の
方
の
生

活
を
支
援
す
る
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
推

進
事
業
。
認
知
症
に
よ
る
不
安
や
鬱う

つ

な
ど
の
行
動
・
心
理
症
状
を
重
症
度

頻
度
に
基
づ
き
点
数
化
し
一
人
一
人

の
認
知
症
高
齢
者
に
合
っ
た
ケ
ア
を

提
供
。
介
護
保
険
事
業
所
な
ど
が
オ

ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
で
共
有
し
、
一

貫
し
た
ケ
ア
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

症
状
の
改
善
を
目
指
す
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン　
台
風
や
大

雨
の
水
害
な
ど
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る

か
も
し
れ
な
い
災
害
に
対
し
、
一
人

一
人
の
家
族
構
成
や
生
活
環
境
に
合

わ
せ
て
、
「
い
つ
」
「
誰
が
」
「
何

を
す
る
の
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
時
系

列
で
整
理
し
た
自
分
自
身
の
防
災
行

動
計
画
の
こ
と
。

自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援
学
級

　
知
的
な
お
く
れ
の
な
い
自
閉
症
な

ど
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
学

級
の
こ
と
。
人
間
関
係
の
形
成
や
身

体
の
動
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
学
び
、
心
身
の
調
和
的
発
達

の
基
盤
を
培
う
「
自
立
活
動
」
の
指

導
を
行
う
。

多摩川住宅　ハ号棟 徘回対策として爪に貼る二次元コード

市内の保育園 市内の交差点

・
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行経部長…行政経営部長　行経参事…行政経営部参事　オリパラ部長…オリンピック・パラリンピック担当部長　危管部長…危機管理担当部長　生文部長…生活文化スポーツ部長　産業部長…産業振興担当部長　
子生部長…子ども生活部長　福祉部長…福祉健康部長　福祉参事…福祉健康部参事　都整部長…都市整備部長　都整参事…都市整備部参事　選管局長…選挙管理委員会事務局長　監査局長…監査事務局長

教
育
部
長　
小
学
３
年
生
か
ら
外
国

語
活
動
が
で
き
る
。
子
ど
も
や
学
校

の
実
態
を
考
慮
し
教
育
課
程
を
編
成
。

問　
自

※

閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支
援

学
級
の
設
置
を
求
め
る
。

教
育
部
長　
都
や
他
市
等
動
向
注
視
。

問　
運
動
会
の
「
半
日
化
」
に
対
す

る
考
え
と
今
後
の
方
針
は
。

教
育
部
長　
子
ど
も
の
安
全
や
健
康

第
一
に
、
各
学
校
が
適
切
に
判
断
。

問　
運
動
会
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

テ
ン
ト
を
レ
ン
タ
ル
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
遮
光
シ
ー
ト
な
ど
他
の

取
組
状
況
の
情
報
共
有
図
り
、
検
討
。

問　
登
下
校
時
の
不
審
者
に
対
す
る

学
校
と
教
育
委
員
会
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
見
守
り
活
動
の
ほ
か
、

問　
特
別
支
援
学
級
に
３
年
間
一
人

も
入
学
し
て
い
な
い
小
学
校
が
あ
る

が
、
認
識
と
対
策
は
。

教
育
部
長　
教
員
の
能
力
向
上
等
で
、

魅
力
あ
る
学
級
づ
く
り
が
必
要
。
専

門
員
に
よ
る
教
員
へ
の
指
導
等
行
う
。

問　
特
別
支
援
学
級
の
巡
回
指
導
体

制
の
現
状
と
認
識
、
今
後
の
対
応
は
。

教
育
部
長　
効
果
的
活
用
が
図
ら
れ

な
い
学
級
も
あ
る
た
め
研
修
等
実
施
。

問　
特
別
支
援
学
級
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

活
用
の
現
状
と
認
識
は
。

教
育
部
長　
平
成
27
年
度
に
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
導
入
。
個
々
の
児
童
の
状

況
に
応
じ
て
活
用
。

問　
特
別
支
援
学
級
の
英
語
教
育
に

関
す
る
現
状
と
取
組
み
は
。

通
学
路
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
進
め
る
。

問　
滋
賀
県
大
津
市
の
事
故
を
受
け
、

市
は
ど
う
交
通
安
全
対
策
を
し
た
か
。

都
整
部
長　
通
学
路
の
緊
急
点
検
実

施
。
夏
ご
ろ
め
ど
に
早
期
対
策
実
施
。

問　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
対
す
る

市
の
取
組
み
と
今
後
の
対
策
は
。

危
管
部
長　
商
店
街
等
対
象
に
設
置

支
援
。
駅
周
辺
等
へ
の
設
置
進
め
る
。

問　
文
化
会
館
た
づ
く
り
交
差
点
付

近
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め
る
。

危
管
部
長　
所
管
課
と
協
議
し
検
討
。

市
長　
④
若
年
層
、
中
高
年
と
切
れ

目
な
い
支
援
が
重
要
。
当
事
者
や
家

族
に
地
域
ぐ
る
み
で
の
支
援
が
必
要
。

福
祉
部
長　
①
平
成
29
年
度
世
帯
状

況
調
査
で
「
日
中
ほ
と
ん
ど
１
人
」

が
約
31
％
で
５
千
262
人
、
う
ち
「
同

居
者
が
い
る
」
は
１
千
533
人
②
同
調

査
の
結
果
を
も
と
に
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
の
訪
問
等
で
実
態
把

握
③
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
地

域
の
核
と
な
り
、
高
齢
者
の
総
合
相

談
窓
口
と
し
て
気
軽
に
相
談
で
き
る

環
境
を
整
備
⑤
個
々
の
状
況
等
把
握

し
長
期
間
か
け
支
援
。
こ
こ
ろ
の
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
家
族

会
立
ち
上
げ
も
支
援
。
当
事
者
や
家

族
が
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
。

問　
社
会
か
ら
孤
立
す
る
方
へ
の
支

援
に
つ
い
て
①
家
族
と
同
居
だ
が
日

中
１
人
で
暮
ら
す
高
齢
者
数
は
②
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
地

※

域
福
祉

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
民
生
委
員
等

と
連
携
し
日
中
独
居
の
調
査
す
べ
き
。

③
市
民
福
祉
ニ
ー
ズ
調
査
で
も
「
行

政
が
高
齢
者
な
ん
で
も
相
談
室
の
よ

う
な
形
で
一
元
化
で
き
れ
ば
風
通
し

が
よ
く
な
る
の
で
は
」
等
の
声
。
狛

江
市
の
「
こ
ま
ほ
っ
と
シ
ル
バ
ー
相

談
室
」
の
よ
う
な
場
の
設
置
を
④
内

閣
府
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
調
査
や

社
会
の
状
況
を
受
け
市
長
の
見
解
は
。

⑤
市
の
ひ
き
こ
も
り
対
策
、
家
族
へ

の
支
援
の
現
状
は
。
困
っ
た
と
き
に

相
談
し
や
す
い
体
制
を
整
え
る
べ
き
。

問　
介
護
施
設
の
充
実
に
つ
い
て
①

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待

ち
の
人
数
、
今
後
の
見
通
し
、
計
画

に
活
か
す
課
題
は
②
公
有
地
の
更
な

る
活
用
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
増
設
を
。

福
祉
部
長　
①
平
成
28
年
10
月
１
日

時
点
で
435
人
。
新
規
整
備
の
特
養
は
、

自
己
負
担
が
少
な
い
多
床
室
も
確
保
。

②
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

は
各
福
祉
圏
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

地
域
バ
ラ
ン
ス
考
慮
し
整
備
を
検
討
。

問　
「
ふ
る
さ
と
の
み
ど
り
と
環
境

を
守
り
育
て
る
基
金
」
活
用
と
寄
附

促
進
に
向
け
た
取
組
み
の
考
え
は
。

環
境
部
長　
緑
地
公
有
化
や
環
境
学

習
の
推
進
等
、
様
々
な
環
境
施
策
に

広
く
活
用
。
基
金
の
目
的
や
活
用
等

周
知
し
協
力
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　
東
京
の
貴
重
な
緑
の
一
部
を
構

成
す
る
市
と
都
と
の
連
携
は
。

環
境
部
長　
都
の
緑
確
保
の
総
合
的

な
方
針
改
定
の
た
め
市
区
町
村
と
の

合
同
委
員
会
で
改
定
作
業
取
り
組
む
。

問　
緑
の
保
全
・
創
出
に
市
民
等
と

協
働
し
た
取
組
み
の
全
市
的
発
展
を
。

環
境
部
長　
他
自
治
体
の
事
例
等
参

考
に
取
組
み
メ
ニ
ュ
ー
充
実
を
検
討
。

問　
チ
ッ
パ
ー
車
の
更
な
る
活
用
を

問　
市
の
良
好
な
環
境
は
、
多
く
の

市
民
が
魅
力
に
感
じ
誇
り
と
し
て
い

る
。
緑
の
保
全
・
創
出
の
視
点
か
ら

の
重
点
的
取
組
み
の
推
進
や
、
更
な

る
制
度
化
、
可
視
化
が
必
要
。
市
緑

の
基
本
計
画
の
計
画
期
間
終
了
を
控

え
る
中
、
市
の
所
見
を
問
う
。

環
境
部
長　
市
緑
の
基
本
計
画
は
平

成
11
年
に
策
定
し
、
平
成
23
年
に
計

画
改
定
を
実
施
。
年
度
目
標
未
達
成

の
事
業
は
課
題
整
理
し
改
善
策
を
検

討
。
令
和
元
年
度
に
緑
の
現
状
調
査

し
２
年
度
に
新
た
な
計
画
策
定
予
定
。

問　
市
で
は
緑
の
機
能
・
役
割
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
活
用
し
て
い
く
の
か
。

環
境
部
長　
既
に
取
り
組
ん
で
い
る

手
法
を
活
用
し
保
全
活
用
に
努
め
る
。

図
り
、
市
民
が
新
た
な
緑
化
へ
と
関

心
の
持
て
る
取
組
み
へ
と
拡
充
を
。

環
境
部
長　
緑
の
循
環
と
い
う
観
点

か
ら
も
更
な
る
活
用
に
向
け
検
討
。

問　
新
た
な
緑
化
推
進
へ
の
助
成
メ

ニ
ュ
ー
追
加
や
緑
化
推
進
モ
デ
ル
地

区
を
指
定
す
る
な
ど
、
緑
を
増
や
す

育
て
る
視
点
で
の
取
組
み
の
充
実
を
。

環
境
部
長　
他
自
治
体
の
事
例
参
考

に
緑
の
実
態
や
社
会
状
況
の
変
化
に

対
応
。
モ
デ
ル
地
区
指
定
は
地
域
の

特
徴
を
捉
え
た
有
効
な
手
法
と
認
識
。

総
務
部
長　
自
治
体
契
約
の
基
本
で

あ
る
公
平
性
・
公
正
性
・
透
明
性
・

競
争
性
を
確
保
し
、
市
内
事
業
者
優

先
が
確
認
で
き
る
仕
組
み
も
検
討
し

つ
つ
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
の

確
保
や
育
成
支
援
に
努
め
る
。

問　
市
内
の
準
工
業
地
域
が
減
少
。

市
の
施
策
と
し
て
、
市
内
の
も
の
づ

く
り
中
小
企
業
の
創
業
環
境
を
守
り

抜
い
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
部
長　
工
場
立
地
の
土
地
問
題

は
、
ま
ち
づ
く
り
全
体
の
中
で
取
り

組
む
べ
き
課
題
で
も
あ
り
、
相
応
の

年
月
を
要
す
る
難
し
い
課
題
と
認
識
。

問　
近
年
の
猛
暑
の
中
で
、
災
害
時

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
な

る
総
合
体
育
館
体
育
室
へ
の
エ
ア
コ

問　
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
対
策
に

つ
い
て
①
相
談
窓
口
の
周
知
、
対
象

年
齢
の
明
示
な
ど
、
相
談
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
②
関
係
機
関
と
連
携

し
、
訪
問
支
援
体
制
の
充
実
を
③
家

族
会
の
立
ち
上
げ
や
支
援
を
。

福
祉
部
長　
①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

対
象
年
齢
に
制
限
な
い
旨
記
載
②
地

域
の
様
々
な
相
談
支
援
機
関
が
連
携

し
相
談
窓
口
充
実
を
図
り
必
要
な
支

援
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
む
③
関

係
機
関
等
と
連
携
し
引
き
続
き
支
援
。

問　
「
役
務
」
の
公
共
調
達
に
つ
い

て
も
、
市
内
事
業
者
が
優
先
的
に
入

札
参
加
で
き
、
そ
の
状
況
を
確
認
で

き
る
よ
う
な
入
札
・
契
約
制
度
に
改

善
す
べ
き
で
は
。

ン
設
置
は
必
要
で
は
な
い
か
。

生
文
部
長　
長
期
休
館
や
多
額
の
設

置
費
用
な
ど
の
課
題
あ
る
が
、
老
朽

化
対
策
の
大
規
模
改
修
に
合
わ
せ
た

空
調
整
備
に
向
け
、
引
き
続
き
検
討
。

問　
災
害
時
に
お
い
て
、
罹り

災
証
明

書
の
申
請
代
行
や
相
談
業
務
な
ど
の

支
援
を
行
う
行
政
書
士
会
の
役
割
は

重
要
。
早
期
に
災
害
協
定
の
締
結
を
。

危
管
部
長　
他
自
治
体
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
狛
江
市
と
連
携
し
た
協

定
の
締
結
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

日
中
独
居
の
高
齢
者
や
ひ
き
こ
も
り
対
策
、

入
所
の
介
護
施
設
の
充
実
を

岸
本　

直
子
（
日
本
共
産
党
）

次
世
代
へ
良
好
な
環
境
を
残
す

取
組
み
の
充
実
を

清
水　

仁
恵
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布

 21
）

内
藤
美
貴
子
（
公　

明　

党
）

市
内
事
業
者
を
守
り
抜
く
支
援
策
と

大
規
模
災
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て
問
う

学
校
現
場
の
課
題
に
対
す
る
市
の
対
応
と

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
求
め
る

橘　
　

正
俊
（
公　

明　

党
）

　
市
議
会
で
は
、
本
会
議
・
常
任
委

員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
・
特
別
委

員
会
・
全
員
協
議
会
の
模
様
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
︿
生
中
継
﹀

　
原
則
と
し
て
、
会
議
開
始
10
分
前

か
ら
終
了
ま
で
公
開

　
︿
録
画
映
像
﹀

　
原
則
と
し
て
、
会
議
終
了
後
４
日

後
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を
除
く
。

に
公
開

視
聴
方
法

　
次
の
３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

○
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
市
議

会
→
議
会
中
継
→
議
会
中
継
ペ
ー

ジ
へ
の
順
に
進
む
。

○
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
専
用
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
、

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
。

な
お
、
お
使
い
の
端
末
環
境
に
よ

っ
て
は
正
常
に
ご
覧
い
た
だ
け
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
議
会
中
継

ペ
ー
ジ
内
の
動
作
環
境
を
参
照
）
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ド
レ
ス
バ

ー
に
左
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
。

総合体育館 こまほっとシルバー相談室（狛江市）　

市内の森林 市内の防犯カメラ
・

https://smart.discussvision.net/smart/tenant/chofu/
WebView/rd/council.html

議会中継の
二次元コード議会中継のトップページ画面

HP

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

　
　
　
会
議
の
模
様
を

視
聴
で
き
ま
す

）
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議
案
番
号
等

件　　名 結　果

	 〈請願・陳情〉	 ○…採択　　□…趣旨採択　　×…不採択　　△…継続審査

	 〈委員会提出議案〉	 ○…賛成　　×…反対

陳１
 陳２

陳３
陳４
 陳５

 陳６

陳７
 陳８

陳９
陳10

１

実効性のある受動喫煙防止の施策の推進を求める陳情
鬼太郎ひろば利用者を大気汚染による健康被害から守る施策の推進を求める
陳情
交通運賃割引制度に関する意見書の提出を求める陳情
不誠実な陳情審査を改めることを求める陳情
沖縄県民投票の結果を尊重し対話による解決を求める意見書提出に関する陳
情
土砂投入即時中止・辺野古新基地建設断念の意見書を政府に提出することを
求める陳情
地方自治体における自衛官募集の取り扱いに関する陳情
米軍基地の負担の軽減と日米地位協定の見直しを求める国に対する意見書の
採択を求める陳情
グループホーム調布の住環境の問題に関する陳情
灰皿設置者に対する意識に関する陳情

交通運賃割引制度に関する意見書提出について

△ △ △ △ △ △ △ 議 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

	
× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × □ □ □ □ × □ × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × □ □ □ □ × □ × × ×

	
× × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

	
× × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

× × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

	
× × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × □ □ □ □ × □ × □ ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

継続審査

	
不採択

採　択

不採択

	
不採択

	
不採択

不採択

	
不採択

不採択

採　択

可　決

	 〈満場一致で承認・可決した市長提出議案〉
40
41
42
43
44
45
46
 47

専決処分の承認について（調布市税賦課徴収条例等の一部改正）
専決処分の承認について（調布市都市計画税賦課徴収条例の一部改正）
専決処分の承認について（調布市国民健康保険税賦課徴収条例の一部改正）
専決処分の承認について（調布市介護保険条例の一部改正）
令和元年度調布市一般会計補正予算（第１号）
調布市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
調布市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
調布市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

48
49
50
51
52
53
54
55
56

調布市公衆便所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
調布市環境基本条例の一部を改正する条例
調布市専用水道の水道技術管理者の資格に関する条例の一部を改正する条例
市道路線の認定及び廃止について
市道路線の廃止について
市道路線の廃止及び一部廃止について
財産の取得について
調布市監査委員の選任について（小林　市之）
調布市立富士見町学童クラブ（仮称）新築工事請負契約

	 〈市長報告〉
報２
報３
報４
報５
報６
報７
報８
報９
報10
報11
報12
報13

専決処分の報告について（市が管理する樹木の枯枝が落下したことにより人身に損害を与えた事故について、損害賠償額が決定したもの）
専決処分の報告について（市が管理する市庁舎駐輪場内の看板が倒れたことにより人身に損害を与えた事故について、損害賠償額が決定したもの）
一般財団法人調布市市民サービス公社の経営状況について（平成30年度収支決算及び令和元年度事業計画）
公益財団法人調布市文化・コミュニティ振興財団の経営状況について（平成30年度収支決算及び令和元年度事業計画）
公益社団法人調布市体育協会の経営状況について（平成30年度収支決算及び令和元年度事業計画）
公益財団法人調布ゆうあい福祉公社の経営状況について（平成30年度収支決算及び令和元年度事業計画）
調布市土地開発公社の経営状況について（平成30年度収支決算及び令和元年度事業計画）
一般財団法人調布市武者小路実篤記念館の経営状況について（平成30年度収支決算及び令和元年度事業計画）
平成30年度調布市繰越明許費繰越計算書について（平成30年度内未完了の一般会計における都市計画費などについて、令和元年度に繰り越したもの）
平成30年度調布市繰越明許費繰越計算書について（平成30年度内未完了の下水道事業特別会計における管

かん

渠
きょ

整備費について、令和元年度に繰り越したもの）
平成30年度調布市事故繰越し繰越計算書について（平成30年度内未完了の一般会計における都市計画費について、令和元年度に繰り越したもの）
平成30年度調布市事故繰越し繰越計算書について（平成30年度内未完了の下水道事業特別会計における管渠整備費について、令和元年度に繰り越したもの）

議員提出議案第６号から第８号、市長提出議案第40号から第43号及び第55号は６月17日、その他の案件は７月３日に議決しました。
※態度表内の「議」は議長で、採決には加わりません。

第２回定例会

６
７
８
９
 10

11
12
13
14

広域交通問題等対策特別委員会設置について
調布飛行場等対策特別委員会設置について
中心市街地基盤整備等特別委員会設置について
北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書提出について
国会における憲法論議の推進と広く国民的議論の喚起を求める意見書提出に
ついて
年金制度の充実を求める意見書提出について
児童虐待防止対策のさらなる強化を求める意見書提出について
選択的夫婦別姓制度の審議を求める意見書提出について
公的年金制度に関する正確な情報発信を求める意見書提出について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

	
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○

× × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

× × × × × × × 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × ×

可　決

可　決

可　決

可　決

	
可　決

否　決

可　決

可　決

否　決

	 〈議員提出議案〉	 ○…賛成　　×…反対

案件に対する議員の態度
【各会派の名称と人数】
　自…自由民主党創政会（８人）　チ…チャレンジ調布２１（６人）　　公…公明党（５人）
　共…日本共産党（４人）　社…社会民主党（１人）　生…生活者ネットワーク（１人）
　維…日本維新の会（１人）　次…次世代・調布（１人）　未…調布の未来を創る会（１人）

鈴
木　

宗
貴

狩
野　

明
彦

伊
藤　
　

学

大
須
賀
浩
裕

大
野　

祐
司

林　
　

明
裕

元
木　
　

勇

渡
辺
進
二
郎

井
上　

耕
志

清
水　

仁
恵

川
畑　

英
樹

西
谷　
　

徹

丸
田　

絵
美

宮
本　

和
実

小
林　

市
之

平
野　
　

充

須
山　

妙
子

橘　
　

正
俊

内
藤
美
貴
子

雨
宮　

幸
男

武
藤　

千
里

岸
本　

直
子

坂
内　
　

淳

榊
原
登
志
子

木
下　

安
子

澤
井　
　

慧

阿
部　

草
太

古
川　

陽
菜

自 自 自 自 自 自 自 自 チ チ チ チ チ チ 公 公 公 公 公 共 共 共 共 社 生 維 次 未



（10）第 238 号 調 布 市 議 会 だ よ り 日月年）年（令和元 2019 ５８ ㈪

登録番号（刊行物番号）2019－89次回の定例会は　月　日　からの予定です。なお、請願・陳情をされる方で、次回の定例会での
審議を希望する方は、　月　日　午後5時までに議会事務局へ提出してください。

（　）

　平成30年度（平成30年４月から平成31年３月までの分）と令和元年度（議員任期が令和元年５月31日で満了のため、平成31年４月から令和元年５月までの
分）の政務活動費について、その収支を報告します。

【政務活動費とは】
　政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、会派の所属議員数に応じ、一人当たり月額25,000円を掛けた金額が会派に交付されています。
　政務活動費として支出するためには使途を明確にし、全ての収支に必ず領収書、またはこれにかわる書類を添付しなければなりません。また、前年度の収
支について４月30日までに各会派が収支報告書を作成し、残額がある場合は市へ返還することになっています。

【政務活動費収支報告書及び関係書類が閲覧できます】
　政務活動費収支報告書・収支内訳、収入・支出伝票及び領収書を、月～金曜日（祝日・年末年始を除く。）の午前８時30分
から午後５時15分までの間、議会事務局（市役所４階）で閲覧することができます。また、市議会ホームページでも公開して
いますので、市ホームページ→市議会→政務活動費からご覧ください。

○平成30年度会派別政務活動費収支報告（平成30年４月から平成31年３月までの分）

○令和元年度会派別政務活動費収支報告　（平成31年４月から令和元年５月までの分）

返　還　額

調査研究費
研　修　費
広　報　費
広　聴　費

要請・陳情活動費
資料作成費
資料購入費
人　件　費
合　計　額

支
　
　
出

自由民主党創政会

1,913,264

3,000,000
497,348

0
468,860

0
0

9,960
110,568

0
1,086,736

収　　　入

チャレンジ調布２１

0

2,050,000
679,956

0
1,406,799

0
0

5,606
0
0

2,092,361

公　明　党

1,500,000
62,808
92,936

1,018,074
0
0

63,265
19,560

0
1,256,643

日本共産党

900,000
0
0

541,944
465,858

0
0
0
0

1,007,802

元気派市民の会

300,000
54,648
85,740

0
0
0
0

171,434
0

311,822

生活者ネットワーク

300,000
88,456
25,694
127,848

0
0
0

58,360
0

300,358

50,000
0
0
0
0
0
0
0
0
0

243,357 0 0 0 50,000

（単位：円）
社会民主党

返　還　額

調査研究費
研　修　費
広　報　費
広　聴　費

要請・陳情活動費
資料作成費
資料購入費
人　件　費
合　計　額

支
　
　
出

自由民主党創政会

485,960

500,000
10,260

0
0
0
0

3,780
0
0

14,040

収　　　入

チャレンジ調布２１

0

300,000
10,216

0
291,298

0
0
0
0
0

301,514

公　明　党

250,000
10,648

0
0
0
0

9,180
4,890

0
24,718

日本共産党

150,000
10,756

0
0
0
0

57,406
44,604

0
112,766

元気派市民の会

50,000
9,936
19,000

0
0
0
0

13,160
0

42,096

生活者ネットワーク

50,000
9,720
1,020

0
0
0
0

2,600
0

13,340

50,000
11,439

0
0
0
0

20,520
0
0

31,959

225,282 37,234 7,904 36,660 18,041

（単位：円）
社会民主党

　
令
和
の
新
時
代
に
入
っ
て
、
初
め

て
の
市
議
会
が
終
了
し
ま
し
た
。
広

報
委
員
会
も
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
新
人
議
員
が
加
わ
り
、
新
た
な
視

点
で
市
民
の
皆
様
に
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
市
議
会
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
。
御
意
見
な
ど
、
ぜ
ひ
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
（
広
報
委
員
一
同

●主なプログラム●
◇議長報告
◇９月議会　平成30年度決算審査について
　総務委員会　　文教委員会
　厚生委員会　　建設委員会
◇委員会ごとに分かれて皆様から質問や御意
　見を伺います。
※手話通訳及び保育室での保育あり
（託児を御希望の方は、11月13日（水）までに
御連絡ください。）

問合せ・連絡先
議会事務局 042−481−7291

調 布 市 議 会

議 会 報 告 会
〜開かれた議会をめざして〜

令和元年11月16日（土）
14：00〜（13：30受付開始）

文化会館たづくり　大会議場（12階）
当日先着100名

案の公開期間／８月13日（火）まで
主な内容／市の責務並びに市民、保健医療福祉関係者及び事業者の役割を明らかに
し、がん対策に関する施策の基本事項を定めることにより、総合的にがん対策を推
進することを目的とした条例
案の公開場所／市ホームページ、議会事務局（市役所４階）、公文書資料室（市役
所４階）、神代出張所、みんなの広場（文化会館たづくり11階）、市民活動支援セン
ター（市民プラザあくろす２階）、各図書館、各公民館、各地域福祉センター（染
地を除く。）、教育会館１階
意見の提出方法／住所・氏名・意見を明記し、直接議会事務局の窓口（土・日曜日、
祝日を除く。）または郵送・FAX・Ｅメールで、８月13日（火）（必着）までに〒182
－8511市役所４階議会事務局 481－5119 gikai@w2.city.chofu.tokyo.jpへ。※各公
共施設の意見提出箱にも提出可　
提出意見とその意見に対する考え方の公表／８月下旬に市ホームペ
ージなどでお知らせ　詳細／市ホームページ→市議会→お知らせ→
「（仮称）調布市がん対策の推進に関する条例（案）へのご意見をお
寄せください」※右記の二次元コードからもご覧いただけます。

議員提出による（仮称）調布市がん対策の推進に関する条例（案）
〜パブリック・コメント　皆さんのご意見をお聞かせください〜

39 火
（　）298 木

編
集
後
記

）


